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項目 

PRTR 番号：11 CAS-NO：75-07-0 初期リスク評価指針 Ver.1.0

物質名：アセトアルデヒド 

①外観 無色気体、無色液体 ②融点 -123.5℃ 物理化学的 

性状 ③沸点 21℃ ④水溶解度 水と混和 

①濃縮性 水生生物への濃縮性は低いと推測される。 

②BCF 3.2(オクタノール/水分配係数 log Kow の値－0.34 から計算) 

③生分解性 良分解性と判定。嫌気条件下でも生分解される。 

安定性 

OH ラジカル：反応速度定数が 1.6×10-11 cm3/分子/秒 (25℃、測定値)。OH

ラジカル濃度を 5×105～1×106 分子/cm3とした時の半減期は 0.5～1 日。

オゾン：反応速度定数が 6.0×10-21 cm3/分子/秒 (25℃、測定値)。オゾン

濃度を 7×1011 分子/cm3とした時の半減期は 5年。 

硝酸ラジカル：反応速度定数が 2.8×10-15 cm3/分子/秒(25℃、測定値)。

硝酸ラジカル濃度を 2.4×108～2.4×109 分子/cm3(10～100 ppt)とした時

の半減期は 2～20 日。 

環境大気中：290 nm 以上の光を吸収するので、直接光分解される可能性が

ある。 

環境水中：加水分解されない。環境水中で酸化されることが考えられ、生

成物は酢酸が考えられる。  

一 

般 

情 

報 
環境中運命 

環境中動態 

環境水中に排出された場合は、生分解により除去されると推定される。し

かし、環境水からの揮散速度が大きくなるような状態では、揮散による除

去も無視できないと考えられる。 

 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 

製造量 435,835 414,099 414,679 401,055 371,701 

輸入量 0 0 0 1 0 

輸出量 8 7 10 5 1 

製造・輸出入

量等（トン/

年） 

国内供給量 435,827 414,092 414,669 401,051 371,700 

用途情報 

酢酸エチルの合成原料(62%)その他ペンタエリスリトール、グリオキザール、ピリジン、

ラクトニトリル、酢酸の合成原料や防かび剤、防虫剤、薬品（写真現像用、医療用）、燃

料配合剤、接着剤(38%) 

各媒体の 

排出量 
大気（t） 水域（t） 土壌（t）  

届出 120 67 0 

裾切り 3 1 0 

非対象業種 - - - 

家庭 - - - 

移動体 9,552 0 1 

発 

生 

源 

情 

報 

PRTR データ 

（2001 年度） 

合計 9,674 69 0 

裾切り：大気、水域、土壌の排出量は、

届出排出量の排出割合と同じと仮定し、

推定した。 

移動体：移動体からの排出は、すべて大

気へ排出されると推定した。 

河川への排出量:26 トン 



連番_PRTR 番号_物質名：010_011_アセトアルデヒド 

 2

項目 

 対象業種の届出・届出外

排出量合計（上位５業

種） 

化学工業(84%)プラスチック製品製造業(9%)繊維工業(5%)電

気機械器具製造業(1%) 

その他の排出

源 

一般的に炭化水素の燃焼や光酸化により大気中に発生すると報告されている。また、た

ばこの煙からも１本あたり 0.87～1.37mg 排出すると報告されている。なお、2002 年度

PRTR データでは、届出外排出量として「たばこの煙に係わる排出量」が年間 535 トン排

出されると推計されている。その他、アセトアルデヒドは、アルコール飲料、食物系の

ジュース、精油、コーヒーといった食物中に微量存在していることが報告されている。

室内における排出源については、厚生労働省の「シックハウス（室内空気汚染）問題に

関する検討会 中間報告書 第 8回～第 9回のまとめ」において、家庭内における推定

発生源として喫煙以外に建材等の接着剤や防腐剤があると推定されている。 

 

排出シナリオ 

大気への主たる排出経路は、移動体による内燃機関の燃焼による排出であり、水域への

主たる排出経路は、製造段階での排出と考えられる。また、室内環境における主たる排

出経路は建材や家具等の接着剤を用いた製品等からの排出と考えられる。 

 
①検出地点

/測定地点 

②検出数

/検体数 

③検出

範囲 

④95%

値 

⑤検出

限界 

⑥調査年

度・測定機関

大気中濃度 

(μg/m3)(室内) 
4/4 - 5.3-63 56 - 

1998 年 

札幌市 

河川水中濃度 

(μg/L)(AA-C 類

型) 

9/49 - nd-0.8 0.46 0.3 
2000 年 

環境省 

飲料水中濃度 

(μg/L)(地下水) 
1/15 - nd-0.3 0.20 0.3 

2000 年 

環境省 

測定値 

食物中濃度 

(μg/g) 
5/9 45/45 

0.15-1

8 
9.7 - 

1999 年 

日本食品分

析ｾﾝﾀｰ 

 ①推定値 ②使用したモデルの種類/値の説明 

大気中濃度 

(μg/m3) 
1.2 

AIST-ADMER ver.1.0 

関東地域、年間平均の最大値 推定濃度 

河川水中濃度 

(μg/L) 
4.1 

PRTR 対象物質簡易評価システム 

関東地域を推定 

EEC(μg/L) 0.46 

EEC 
採用理由 

河川水中濃度は、環境庁の調査があり、その 95 パーセンタイルは

0.46μg/L であった。また、河川水中濃度を推定した結果は 4.1 μ

g/ であった。そこで、調査年度が新しく、測定地点も多いことか

ら、測定結果を適切であると判断し採用した。 

  
①摂取量推定に 

採用した濃度の値 

②１日推定摂取量 

(μg/人/日) 

③1日体重当たり摂

取量(μg/kg/日) 

暴 

露 

評 

価 

ヒ 

ト 

の 吸入 大気 56(μg/m3) 1,100 22 



連番_PRTR 番号_物質名：010_011_アセトアルデヒド 

 3

項目 

経路 

 

④摂取量推定

のための濃度

採用の根拠 

建築材料からの放出が考えられるため、外気より屋内において高い

値が観測されている。新築家屋における濃度は築後 1年以内に急激

に低下するため、リスクを評価するための大気中濃度として、標本

数は多くないが長期的に生活することを考慮し、札幌市調査の中古

住宅の室内濃度の 95 パーセンタイルの 56μg/m3を採用する。 

飲料水 0.20(μg/L) 0.40 0.008 

 

④摂取量推定

のための濃度

採用の根拠 

水道水の濃度は得られなかったが、地下水中の濃度を水道水と同等

とし、地下水中の濃度として、環境庁の 2000 年度調査の測定値の

95 パーセンタイルである 0.20μg/L を採用する。 

食物  9.7(μg/g) 19,000 380 

 

④摂取量推定

のための濃度

採用の根拠 

食事からの摂取量として食事中濃度の調査（1世帯の任意の連続 3

日間の朝食、昼食、夕食等を陰膳方式で採取）における 95 パーセ

ンタイルに相当する 9.7μg/g を採用する。 

経口 

経路 

経口経路の合計 - 19,000 380 

消費者製品等 - - - 

その他 
 

④摂取量推定

のための濃度

採用の根拠 

- 

摂 

取 

量 

全経路 合計値 - 20,000 400 

 

消費者製品経

由の暴露 

消費者製品からの暴露の一部は、建材や家具に使用されている接着剤等からの放散が考

えられ、これら消費者製品からの暴露は室内空気からの暴露に包括されると判断する。

当該物質は、エチルアルコールの体内での代謝産物である。また、たばこの主流煙中に

112～1,182μg/本、副流煙中に 1,601～1,897μg/本の当該物質が含まれていたとの分析

結果が報告されている。飲酒と喫煙による当該物質への暴露は個人の嗜好に大きく左右

されるなど多くの不確定要因を含むことから、別途評価するのが適切と考え、本評価書

においては考慮しない。 

 ①長期 or 急性 ②生物種 ③エンドポイント 
④NOEC 等の

値 

藻類 急性 
Nitzschia linearis 

(ﾆｯﾁｱ) 

120 時間 EC50 

生長阻害 

237-249 

(mg/L) 

甲殻類 急性 
Americamysis bahia 

(ﾐｼｯドｼｭﾘﾝﾌﾟ) 
96 時間 LC50 27.4 (mg/L)

魚類 急性 
Pimephales promelas  

(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 
96 時間 LC50 30.8(mg/L) 

生 

態 

毒 

性 

採用した生物とその理由 最も低濃度から影響のみられた甲殻類(ﾐｼｯドｼｭﾘﾝﾌﾟ) 

疫学調査及び事例：- 

摂取経路 ①生物種
②投与期間・

方法 

③エンドポイン

ト 
④NOAEL 等の値（換算値）

有 

害 

性 

評 

価 

ヒ 

ト 

健 

康 

反復投与 

毒性 

吸入経路 
Wistar ラ

ット 

4 週間吸入暴

露 
嗅上皮の変性 

NOAEL 150 ppm (270 

mg/m3)換算 36 mg/kg/日
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経口経路 ラット 
4 週間経口投

与 
前胃の角化亢進 NOAEL 125 mg/kg/日 

 

経皮経路 - - - - 

生殖・発生 

毒性 
経口経路 ラット 

妊娠 6～18 日

間経口投与 
胎児骨格の影響 LOAEL 200 mg/kg/日 

- - - - - 

発がん性試験情報：Wistar ラットで鼻部の腺がん及び扁平上皮がんの増加が見られ

た。ハムスターで咽喉及び鼻部のがんの有意な増加が見られた。 

IARC の評価結果：グループ 2B(ヒトに対して発がん性がある可能性がある物質) 

発がん性 

ユニットリスク：- 

  

遺伝毒性 遺伝毒性判定の結果：遺伝毒性を有すると判断する。 

①EEC 

(μg/L) 

②NOEC 等 

(mg/L) 

③MOE 

（NOEC 等/EEC）
④不確実係数積 ⑤判定 

0.46 LC50:27.4 60,000 1,000 
影響なしと

判断 

リスク評価 

不確実係数積内訳：室内試験(10)急性毒性試験(100) 

生

態

へ

の

影

響 
リコメンデーション - 

 1.暴露評価 2.NOAEL 等 3.リスク評価 

 
①摂取量(μ

g/kg/日) 

①NOAEL 等換算値

(mg/kg/日)  

①MOE（NOAEL 等

/摂取量） 

②不確実

係数積  
③判定 

吸入経路 22 NOAEL：36 1,600 1,000 
影響なし

と判断 

経口経路 380 NOAEL：125 330 1,000 詳細候補 

全経路 - - - - - 

反復投与

毒性 

不確実係数積内訳：吸入及び経口/種差(10)個人差(10)試験期間(10) 

生殖・発

生毒性 
- 

ラットの妊娠 6～18 日間経口投与試験における胎児骨格の影響を指標とし

た LOAEL 200 mg/kg/日がみられるが反復投与毒性試験に用いる値よりも大

きいためリスク評価は行わない。 

発がん性 - - - - - - 

リ 

ス 

ク 

評 

価 ヒ 

ト 

健 

康 

リコメンデーション 

詳細な調査、解析及び評価等を行う必要がある候補物質である。なお、実験

動物に発がん性を示し、遺伝毒性が認められていることから､遺伝毒性を有

する発がん物質としても、詳細なリスク評価が必要な候補物質である。 

備考：①眼、喉及び鼻などの呼吸器に中等度の刺激性を示す。また、東洋系の被験者におけるパッチテストで

皮膚の紅斑が認められているが、感作性を評価するには十分にデータがない。 

②吸入経路に関して IPCS、米国 EPA 及びカナダ環境省・保健省は、本評価書と同じく、Wistar ラットの鼻粘膜

の変性を指標とした NOAEL 150 ppm を評価に用いている。経口経路に関しては、IPCS の EHC において本評価書

と同じく、Wistar ラットの前胃の限局性角化亢進を指標とした NOAEL 125 mg/kg/日を評価に用いている。 

 


